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表紙：服部高志（HATTORI DESIGN）

服部 高志（JIA愛知）

HATTORI DESIGN

「建物内は全く違う世界」それがミラノの建築の魅力の１つ。古い映画館の長い通路

を奥に進むと、こだわりの小さなレストラン。親切なオーナーと暗い階段を下り中庭に。

ぱっと明るく広がる空、一本のイチジクの木。

隣接する教会壁面には1400 年代のフレスコ画。ファシズム弾圧時代に封鎖され

ながらも、木は高い壁に負けじと光に向かい、今では州で一番の高さになりました。

「置かれた場所で咲く」励まされた方もいらしたのではと想像します。
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■静岡地域会
・10/23 第 5回役員会（WEB同時開催）

■愛知地域会
・10/毎金曜日 名古屋市立大学授業「建築家の仕事」（第2～6講座）
・10/23 第 5回役員会（WEB同時開催）

■岐阜地域会
・10/24  第 4回役員会（オンライン方式）

■三重地域会
・10/23 第 5回役員会（オンライン方式）

第 4回例会、会員研修会 2（環境セミナー）

B ulletin  B oard

自作自演

保存情報　第 227回

日ごろなかなか話を聞く機会がない海外在住の日本人建築家の方々と対話を行う
全 8回のWebinarを開催します。海外に渡った理由、日本との違い、海外に在
住し建築設計を行う上での難しさ等に加え、コロナ危機に象徴される現在世界が
抱える多くの地域・領域にまたがる課題について、国境を越えて活躍する建築家
の方々の視点からお話を伺います。乞うご期待です！

JIA国際委員会主催 Webinar
クロスボーダーアーキテクト

《越境建築家》たちとの対話シリーズ
ー国境を越えて生きる建築家８人に聞くー

講 演 会

場　所：ZOOMを用いたオンライン講演
受講料：無料
定　員：各講演 500名（定員に達し次第締切）
参加方法：当日、下記のアドレスにアクセスしてご参加ください。

https://us02web.zoom.us/j/82313332709
問い合わせ：contact@jia-intl.org

第 1回 : 2020年 10月 16日（金） 村尾忠彦氏（㈱日建設計）
第 2回 : 2020年 11月 20日（金） 河本雅子氏（Arch-R）

第 3回 : 2020年 12月 18日（金） 伊藤廉氏（REN ITO ARQ.）

第 4回 : 2021年 1月 22日（金） ユウ・イナモト氏（Bjarke Ingels Group）

第 5回 : 2021年 2月 19日（金） 丹羽隆志氏（Takashi Niwa Architects （NIWAA））

第 6回 : 2021年 3月 19日（金） 村芙実氏（TERRAIN architects）

第 7回 : 2021年 4月 23日（金） 大賀行雄氏（フューチャーリンク）
トゥイアン氏（フューチャーリンク）
平木秀和氏（フューチャーリンク）

第 8回 : 2021年 5月 21日（金） ディック・オランゴ氏
（Colliers International Japan K.K.）

山上 健

奥井 康史・石橋 剛

山田 正司・細井 昭男・長田 芳幸
高瀬 元秀・田口 純子・林 義秀・柿本 哲

加藤 昌之

神谷 勇雄

冨田 正行

羽柴 順弘・森 哲哉

田口 純子
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■正会員・シニア会員　　■協力会員

■正会員・シニア会員
■協力会員

特になし

その他

メーカー等からの情報収集が困難

図面作成が困難

行政協議が困難

現地調査が困難

外注先との打合せが困難

社内の情報伝達が困難

工事施工者との打合せが困難

建築主との打合せが困難

「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡大の影響について」
アンケート調査報告 ❶

■調査対象：JIA東海支部全会員　■配布数：449　■回収数：70

正会員・シニア会員はばらつきがありますが、協力会員の多くは「かなりある」との回答でした。

　会報誌「ARCHITECT」では、8月号から新型コロナウイルス感染症拡大の影響について記事にしておりますが、より多くの会員の皆様の実態を把
握するため、アンケート調査を実施いたしました。8月号へ同封しアンケート用紙を配布したほか、WebからもGoogleフォームにて回答可能とし
受け付けました。2020年 8月末までに回収した結果を報告します。
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新型コロナウイルス感染症拡大による業務への影響はどの程度ありますか。Q4
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新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、どのような不便を感じましたか。（複数回答可）Q5
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質問項目 会員種別を教えてください。
Q2 所属地域会を教えてください。
Q3 あなたの年代を教えてください。
Q4 新型コロナウイルス感染症拡大による業務への影響はどの程度ありますか。
Q5 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、どのような不便を感じましたか。（複数回答可）
Q6 新型コロナウイルス感染症拡大の対策や工夫などしていることがありましたらお書きください。
Q7 新型コロナウイルス感染症拡大の影響について、自由にお書きください。
「今後への思い」「新しい生活」「建築の取り組み」「今後JIAがどうあるべきか」など

その他
メーカー等
からの情報
収集が困難

図面作成が
困難

行政協議が
困難

現地調査が
困難

外注先との
打 合 せ が
困難

社内の情報
伝達が困難

工事施工者
との打合せ
が困難

建築主との
打 合 せ が
困難
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•とにかく、従来通りに事が進まないので、大変でしたね。そして今も。
•施主が住みながらのリフォームでは、感染への配慮が必要
•遠隔授業が公認された。
•高齢のクライアントからの仕事が無期延期となった。
•受注機会の減少
•契約などが延期になっている。
•多少の不便はあるが困難まで至らず
•遠方の現地への移動が困難
•会社訪問が気にしながらとなっている。
•講座でマスク着用、フェイスガード着用で行っていると、
　とにかく暑く、声が聞き取りにくい。
•工程遅れが発生
•資材の搬入が滞る。
•建設計画の中止

　正会員・シニア会員は、「建築主との打合せが困難」が最も多く、次いで「メーカー等からの情報収集が困難」が多いことがわかります。選択肢が
協力会員向けでなかったようで、「その他」の選択が多かったです。「その他」は、以下のようにものでした。協力会員は、営業の困難さについてのコ
メントが多いようです。

新型コロナウイルス感染症拡大の対策や工夫などしていることQ6

正 会 員

•設計担当者への製品提案・説明が困難
•従来のような訪問営業が難しい。
•事務所へ PRがしにくい。
•設計の先生方がリモートワークなどで
　面談できず製品 PRができない。
•新規の営業活動が難しい。
•情報発信の場が減少
•設計者との打合せに制約有り
•訪問活動がしにくい。
•設計事務所との打合せが困難
•資格試験の中止及び延期への対応

協力 会 員

以下のようなコメントがありました。（抜粋）　※類似した回答は割愛させていただきました。
•テレワークとZoomや Slackの活用。マスクの配布。アルコール消毒の携帯などスタッフに提供。
•感染予防のため、マスク着用・消毒液・透明パネル使用
•打合せ回数を最低限度とする。
•在宅勤務の推奨。ノートパソコンの買増。職員の消毒、手洗い、うがい、マスク着用の徹底。食堂の座席配置。WEB会議の奨励。時差通勤。
接待を伴う夜の食事会禁止。プライベートでも大人数での食事会自粛。
•公共交通機関の利用を控え、自家用車を使用している。昼食は弁当を持参し外食は極力避けている。
•率先してリモート会議での打合せ等で対処している。車での移動時は乗車人数の制限等、公共交通機関の利用自粛。
•建築計画で疫学的な面で配慮せざるを得ない。
•予防の周知、家族等近親者との接触、ゴルフを含む各種会合の自粛、リモート活用。
•時差出勤
•職員の勤務はリモートワークにて対応している。社内の情報伝達は「teams」にて行っている。職員の時差勤務を認めている。発注者、工事施工
者との打合せをオンライン会議で対応している。
•会議や会合をリモート参加としている。また、飲み会への参加を控えている。その他、契約延期などで業務が滞っているため IT補助金を利用し、

BIMの導入申請をしたところ申請が受理されました。この機にBIMをマスターしたいと考えています。
•計画と設計段階に関与した病院に対して、感染症対策についての提言をしている。患者の来院から入院までのプロセスの見直しや動線の分離、感
染症患者ゾーンへの入出経路の確保、空調換気システムの点検と変更など、多くの検討すべき事項がある。そのほか高齢者福祉施設のリニューア
ル案件の計画に参画しており、通院サービスゾーンや入居者介護ゾーンの、これからのあり方を模索しながら、提言ができるかに傾注している。　
•リモート打合せを現場監理などに取り入れている。
•第二波で感染者増加中、基本ですがマスク、手洗い、うがいを徹底しています。外食も制限してほとんど家または事務スペースで単独行動する努
力をしています。
•業務的（本業）には社内での業務が主なので「外出」しないことは通常業務内であり、影響なし。社内でもマスクは着用しない。（個人事務所）　
本業以外はマスク着用のうえ、入退出時のアルコール消毒は欠かせない。公共交通機関を使用するので、密は避け、座席は出入口近辺を利用している。

•基本的なマスク・手指消毒・混雑時を避けた公共交通機関の利用などの他は実施していない。また、遠距離通勤の場合の自宅作業も推進してい
ます。身近に感染者（わからないが）、発症者がいないこともあり、危機意識が薄いと感じています。社内で感染者が出れば事務所の閉鎖あるいは
業務のストップにもつながりかねないので、今一度注意を喚起し、対策を考える必要があると思っています。
•先生方へメールを使用して新製品の PRを行っています。（既知の設計先生方の場合はメールで PR可能ですが、新規訪問ができないので支障が
あります）
•出社時の検温・テレワークを併用し出社率 50%に抑える・マスクの常時着用・社内の座席の間引きとソーシャルディスタンスの確保・社内の一
方通行
•営業と受注業務社を分けて仕事をしている。机と机の境界にアクリル板を設置。
•在宅勤務化で会社の在席率を下げる。執務エリアの机配置を変更し、ソーシャルディスタンスの確保とアクリル板による仕切り設置。社内すべての
会議をWEB化。
•積極的にお客様への訪問ができない為、テレワークを活用し、メールにて営業活動を実施しています。

Q7の結果は11月号以降に続きます
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髙木秀太 氏

「つくるしくみ えらぶしくみ」（生成の仕組み 評価の仕組み） 東京タワートップデッキ内装

ヤギのいる庭（SDレビュー2018入選） 「某ゼネコン多目的最適解シミュレーション」

ⒸKAZ SHIRANE

　愛知地域会の研修委員会では、オンラ

インの講演会シリーズ「電脳設計論壇」

を開催している。2020 年 7月 17日に開

催された第 2 回では、講師に合同会社

髙木秀太事務所の髙木秀太氏をお招きし

た。髙木氏は建築家であり、同時にプロ

グラマーでもあるという立ち位置で建築

に関わっており、自身の事務所のミッショ

ンを「設計の業務をコンピューターの力で

助けること」と説明する。

　冒頭、「つくるしくみ　えらぶしくみ」と

いうダイヤグラムが提示された。作るルー

ルを決め、作ったものを並べて見て、良

いものを評価し、それを元にまた新しい

ものを作る。全ての設計活動にはこのサ

イクルが存在するという仮定のもと、図の

矢印の部分のしくみ作りが自身の活動領

域であると髙木氏は位置づけている。

　以降の講演では、このダイヤグラムに

沿って氏のこれまでの仕事が紹介された。

　「東 京タワートップ デッキ内 装」

「YOUTV川崎駅サテライトスタジオ」の2

作品は「つくるしくみ」の例である。前者

は某アーティストの、後者は某建築家の

作品であるが、いずれも髙木氏が形態生

成のプログラムを提供している。プログ

ラムは単に形態を決めるだけではなく、

現実に成立させる為の検討（納まり・構

法・加工図等）までを含んだ内容となっ

ている。

　「えらぶしくみ」の例としては「Building 

Environment Desig.com」「都市解析プロ

グラム『公園の可能性』マイニング」の2

つが挙げられた。1つ目は髙木氏が手が

けるwebサイトで、氏が実務で用いてい

る建築や都市の環境解析の手法が紹介さ

れた。2つ目は、公園の再開発に際して

ポテンシャルがありそうな公園を探る試み

で、webスクレイピングにより収集した

膨大なデータを用いて公園の魅力を分析

している。

　ここまでに紹介されたのは「つくるしく

み」か「えらぶしくみ」のどちらか一方を

手掛けた仕事であったが、髙木氏はそれ

らを別々に提供することに違和感を覚え

ていたという。その両方をセットで提供で

きた例として次の2つが紹介された。

　「ヤギのいる庭」は、畑を核とした地域

コミュニティの形成を図るプロジェクトで

ある。通路の配置、モジュールのサイズ、

屋根の密度・向き・角度の組合せからな

る25,000ほどのパターンが「つくるしく

み」によって生成されたが、この数を人間

がひとつひとつ比較して評価するのは困

難である。そこで、構造・環境・施工の

3項目について各パターンを自動で採点

する「えらぶしくみ」が作られた。決定案は、

コンピューターによる評価を参考に、設

計者の暗黙知的な評価も加味して選定さ

れた。

　「某ゼネコン多目的最適解シミュレー

ション」は、各階の矩形平面を少しずつ

回転させて積層した形態の集合住宅のス

タディであり、「つくるしくみ」によってひ

ねり具合を変えた様々なパターンが生成

された。構造面ではひねりが少ない方が

高評価で、環境面ではひねりが多くなる

と高評価になる傾向が見られたという。

「えらぶしくみ」では、トレードオフの関係

にある2つの評価項目について多目的最

適解を用いた検討を行って候補が絞り込

まれ、2項目を共に満足するような形態と

するか、それとも1項目だけを重視した形

態を選ぶか、或いはさらに詳細な評価を

行っていくか、という選択肢が設計者へ

提示された。ここでは設計者は機械的に

処理できる検討に時間を割く必要はなく、

本当に重要な判断のための検討にだけリ

ソースを集中できる状況が生まれている。

　このほか、講演では大学や企業での教

育活動についても紹介があり、また質疑

応答も行われたが、ここでは割愛する。

　以上のように講演を振り返ってみると、

髙木氏が提供するスキルはプログラミン

グであり、その仕事は基本的にはプログ

ラマーのそれであると理解できる。ただし

そのプログラムは建築的な思考方法と知

識を持ち合わせていなければ作成できな

いものであり、プログラミング自体を設計

行為の一部だと解釈することも可能であ

る。その意味で髙木氏は建築家の職能領

域が拡張されたその周縁に立っていると

も言えよう。領域の中心付近に位置取る

設計者にとっても、電脳の時代に於ける

職能を考える上で示唆に富んだ講演で

あったように思う。

JIA 愛知発 研修委員会

「電脳設計論壇」が目指すもの
#02髙木秀太 氏

山上建築設計
山上 健
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リレートークコロナ禍に想う

　このリレートークの先陣を切った矢田前
東海支部長の記事に、JIA東海支部の主
要 4事業のひとつとして東海卒業設計コン
クールがあげられています。そのバトンを
受けて書くことにします。
　25回続いた東海卒業設計コンクールは、
そもそもこのコロナ禍で中止になったので
はなく、残念ながら昨年も開催されていま
せん。様々な検討により決定されたことだ
と思いますので、そこには触れません。
　今年 2月、全国卒コンが本部事業に正
式に位置づけられたことを契機に、矢田前
支部長の呼びかけで、東海卒コン再開に
向けて有志による検討を始めました。本来、
中止に至った課題も踏まえ検討すべき点が
多 あ々ったと思いますが、例年、前年末か
ら準備を始めるところ、2月末からのスター
トでは、そもそも論を論じる時間もなく、
とにかく2019年度卒業生にコンクールの
機会を用意することを最優先に準備を進め

ました。𣘺本雅好さん、中渡瀬拡司さんを
中心に、審査方法・作品募集方法・提出
物の検討、審査会場の確保、審査員の選定・
依頼、審査日の決定、フライヤーの作成、
事業費など様 な々検討や調整を進めていた
だき、ほぼ 1か月で、5/30の審査会が開
催できるところまで準備が進みました。3
月末には東海支部での承認も得られ、あ
とは計画を実行に移すのみと思った矢先、
コロナ禍に見舞われました。これを受け、
Web審査なども検討しましたが、大学も
休校し、皆が行動制限される中、この短
期間では応募者の準備すら難しく、今年
の開催を断念しました。
　全国卒コン東海支部担当もしていますの
で、そちらの報告もします。例年通りの対
面審査会は開催できませんが、公開Web
審査を 10/3に開催することになりました。
段取りが例年と大幅に異なるため、5か月
ほど検討し、ようやく開催の目途が立った

ところです。当日はライブ配信予定ですので、
みなさんご参加ください！
　何より学生に東海および全国のコンクー
ルへの参加機会を用意できなかったことは
残念ですが、東海卒コンが一旦途絶え、
本来、改めて意義から問い正すべき時に、
コロナ禍による新たな課題が加わり、ひと
まとめに検討できることを幸いと捉え、前
向きに仕切り直しできればと思います。
　1年延期になったので、改めて公益社団
法人 JIAが主催する卒コンの意味をみな
さんと考えていければ・・・と思っていたら、
もう10月！このリレートークでバトンを投
げられたのは、走り始めろという合図だっ
たということに、この原稿を書き上げる最
後になってようやく気づきました。皆様、
ご協力をお願いいたします！

③
東海卒業設計コンクールの再出発に向けて

　この原稿を書いている今は 9月に入った
ところだが、世界中のコロナ禍は一向に収
まりそうにない。世界中で何十億という
人 が々、今までとは全く違った世界に生き
ているかのような感覚を味わっていること
と思う。私自身、なにかこれまで生きてい
くうえで基本的なこととしてきたことが大き
く変わってしまうかのような感覚だが、な
にをどう考えたらいいのか、「新しい生活
様式」とはなんなのか、なかなか言葉にす
るのも困難である。コロナもそうだが、温
暖化による気候変動がもたらす豪雨や森林
火災といった毎日のニュースを見ていると、
自然環境を破壊し続けることでしか成り立
たない資本主義社会はもうすでに限界まで
来ているということを実感する。
　さて、コロナ禍での静岡地域会の活動
もいろいろと影響が出ている。他の地域会
と同様、役員会が一部オンラインになった。

自分は役員会を運営する立場にあるので、
当初はいつもの会議テーブルにノートパソ
コンとウェブカメラを設置して、従来通り
の対面の役員会がメインで、希望者はオン
ラインでも参加できるというところから始
めた。いずれは全員がオンライン参加にな
ると当然のように思っていたが一向になら
なそうなので、最近は自分も率先してオン
ライン参加としている。モニターに並ぶ参
加者のうちのひとつが事務局からの映像と
なるが、事務局画面に映る顔は小さくて判
別できないし、誰が発言しているかもわか
らないことが多い。対面じゃないと雰囲気
とかニュアンスとかが伝わらないよね、な
んてことも聞くが一番伝わってこないのは
事務局から参加する人達であるということ
も指摘しておきたい。今の状況では参加者
全員がオンラインというのがベストだと
思う。

　地域会が行う事業だが、対面でのイベ
ントの開催はほぼ不可能という状況下で、
勉強会等のオンライン開催を模索している
ところだが、興味さえあれば場所を選ばず
参加できるセミナー等がたくさんあるなか、
従来以上にプレッシャーのようなものもあ
るのか、なかなか企画が前に進まないで
いる。
　コロナ禍というのは、自分の人生にとっ
ても大きな出来事であるし、地域会活動に
も反映させたいと考えるが、はじめに述べ
たようにコロナに対して何をどう考えたら
いいのかわからないという状態でもあり、
もう少し時間がかかりそうだ。

コロナ禍でいろいろと考える

石本建築事務所
奥井 康史 （JIA 愛知）

㈲石橋修建築設計室

石橋 剛
（静岡地域会 幹事運営局長）
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〒510-0885　三重県四日市市日永3丁目2-30
TEL 059-349-0005　FAX 059-349-0006

株式会社 建築資料研究社／日建学院
三重支店 支店長　柿本 哲

　㈱建築資料研究社 /日建学院は、「業界に貢献する」を基本方針
とし 50年にわたり多くの建築士を輩出し、業界の人材育成に邁進
し続けることができております。このたび、JIA三重に法人協力会員
として、入会させていただきました。今後も、建築士を多く輩出し続
けて建設業界に貢献していく所存でおりますので、よろしくお願い致
します。

 

〒461-8534　名古屋市東区矢田南4-102-9
TEL 052-768-6419

田口 純子（JIA 愛知）

名城大学 都市情報学部 助教

　この 4月に現職に就き、関東甲信越支部から東海支部へ移籍して
参りました。子どもや若者にむけた建築・都市環境の教育を顕彰す
る「ゴールデンキューブ賞」に関わらせていただいたご縁から、2016
年にJIAに入会し、UIAの国際活動にも身を投じるようになりました。
支部には子どもと建築をつなぐ意義深い実践をされている方が多々
おられます。刺激的な環境で自らも成長していきたいと思います。

 

〒500-8211 岐阜県岐阜市 日野東7-4-5
TEL 058-243-1559　FAX 058-243-1559

長田 芳幸（JIA 岐阜）

長田芳幸建築設計事務所

　昨年出身地岐阜で設計事務所を開設しました。住宅設計やよろず
相談に応える中で家族や地域の人達と歓びを分ち合えたら幸いです。
　歩くのが好きで毎朝長良川の土手に上り鵜飼い大橋を折り返して
います。メディアコスモスまで足をのばしたり、中山道ぎふ 17宿を
歩いて感じるのは、自然と一体となった街路（公共空間）の魅力です。
コロナ以後の｢集まって人と出会う場所｣のヒントになりそうです。

 

〒460-0002　名古屋市中区丸の内3-6-27
EBSビル8F
TEL 052-972-6831　FAX 052-972-6832

細井 昭男（JIA 愛知）

株式会社都市造形研究所

　これまで住民参加ワークショップによる設計・まちづくりに多く関
わってきました。2020年、コロナはまちづくり分野にも大打撃を与
えています。今、人と人との触れ合いが成り立ちません。ただ「ピン
チはチャンス」の信念でこの状況を逆手に取りたいところ。だって地
域の方とZoom会議だなんて 1年前に想像できました？否応なしに
私達は新しい時代に立っているようです。よろしくお願いします。

 

〒519-0501　三重県伊勢市小俣町明野1708
TEL・FAX 0596-64-8635

高瀬 元秀（JIA 三重）

タカセモトヒデ建築設計

　設計事務所をはじめてから 10年あまり経過しました。独立当初は
目の前の仕事をこなすことで手一杯でしたが、年齢も 40歳を越え、
社会的な活動に力を入れていかなければと思っていたところに、入会
のお誘いをいただきました。コロナ禍において、どのような活動がで
きるのか手探りではありますが、諸先輩方に恥じぬ活動を心がけて
いきたいと思います。よろしくお願いいたします。

 

〒486-8522　春日井市鷹来町4017
TEL 050-3787-2238　FAX 0568-83-8422

JIA三重 法人協力会員

専門会員 転入

JIA愛知 法人協力会員

パナソニックエコシステムズ㈱
営業部 住宅開発営業課 課長　林 義秀

　弊社は 100年近く前の 1928年頃から換気扇の生産を手掛け、
おかげさまで累計生産台数はグローバルで 2億台を突破致しました。
昨今、「換気」への関心が高まっており、厚生労働省が公表した「新
しい生活様式」でも、こまめに「換気」が推奨されております。他に
も次亜塩素酸の力で除菌・脱臭を行うジアイーノ等、IAQ事業を通
じて、世の中に貢献したいと考えております。宜しくお願いいたします。

 

〒461-0001　名古屋市東区泉2-27-14
東海関電ビルディング5F
TEL 052-937-5573　FAX 052-937-5576

山田 正司（JIA 愛知）

㈱三橋設計　名古屋事務所

　本年名古屋事務所の代表として、入会させていただくことになり
ました。新型コロナが感染拡大する中、設計業界にも変革が求めら
れ、仕事の進め方はじめ、どうしても以前から行われているやり方に
とらわれがちです。すべての人が同じ環境で対応すべく得られた習慣
は感染が去った後も、建築の次世代の可能性を開いてくれるだろう
と思います。

JIAに入会して
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私なりの設計及び工事の手順
①施主から依頼を受ける。
②施主の想いを図面に反映する。
③工事業者を選ぶ。
　どうしよう、自分の意志を理解でき
る（図面を読み解ける業者はほとんど
いないだろう）工事業者をえらびたい
が・・・・しかしながら、たいていの施
主は業者（懇意にしている）を紹介して
くる。
　なんとか意図を汲んでくれる、私の
知り合いの業者を紹介する。
　数社に（たいてい 3社程）見積もり

を出させる。最低価格の業者に、合わ
してもらい、その業者を選んでもらう。
施主にも納得してもらう。

　アトリエ事務所は、一人ないし数人で、
すべての作業を行う、しかし、どんな
設計でも携わるもの（設計屋 or建築
家？）はステキなものを造りたいと思っ
ている。
　大学卒業した頃には明るい未来を見
続けていたが、思った程には設計事務
所は儲からない。
　人と接して話すことがあまり得意
じゃないから技術系に進んだのに・・・
しかし人と話すことは、鍛えられた
（ちょっと楽しくなったのも、たしか）
しかし、完成に近づくにつれ、変な空
気が漂ってくる。
　なぜ、あんな業者を選んだのか？追
加料金がどうして高いのか？等々、こ
れでいいと納得したのにあとになって、
こんなはずじゃない。 エ～～～
　技術屋にとって相手の言葉を 100%

信じて、そのことに全力を尽くしても
理解されない。 
　ついには訴えられる。あ～～　あの
蜜月の日々はなんだったの・・・と思い
ながらも必死に言い訳を考える。こん
なこと望んでいない。オレはオレの設
計をしたい。その時点で施主との心が
離れていく。
　しかし、なんだかんだ言いながら、
それでも設計するのは楽しい！！！
　昔、河島英五の「天秤ばかり」という
歌があった。どちらか一方が重たいく
せにどちらにも傾かないなんておかし
いよ。
　改めて文章にすると建築家の意味が
わからなくなります。建築家をやめて
設計屋に戻ろうかな。
　しかし、この歳になって仕事が出来
る喜びを噛み締めています（妻に感謝♡）

自作自演 241

㈲設計室ユウアンドアベトウ
神谷 勇雄 （JIA 愛知）

私の流儀

　国立競技場などのオリンピック施設
を木質化するなど、世界中で建築の木
質化が進んでいます。背景には国際的
な脱炭素化社会に向けての潮流であり、
SDGs活動や ESG投資など世界経済社
会の質的転換期で戻ることはないです。
　日本の木質化は法整備も技術開発も
進んでおり、今後の需要開拓の推進が
急がれます。多くの作品の技術データ
を公開することで速い普及が可能とな
ります。20 数年続いている「木材活用
コンクール」の歴代作品を見ると技術
やデザインの可能性が格段に広がって
いることがわかります。
　我が社でも昨年 2 つの木造事務所ビ
ルが竣工しました。事務所ビルは鉄骨

で作るのが一般的ですが木造化はコス
ト的に高くなります。2 物件とも木材
業の施設なので理解はありました。特
徴を挙げると「東海木材相互市場」は
一般流通材を活用しながら新工法や
CLT を使って大きな空間を構成してい
ます。2 つ目は「ザイソウハウスビル」、
在来工法だが木造 3 階建完全 ZEB の
事務所ビル、高気密高断熱で CLT を利
用しています。木造の特徴である温熱

環境を良くして省エネを図り、太陽光
パネルと蓄電池で創エネによって ZEB
を実現しています。
　様々な手法で「都市の木質化」を目
指しますが、コスト的に補助金の活用
は脱炭素社会を早める有効な政策で
あり活用を勧めます。

自作自演

私の仕事
都市の木質化

02

㈱加藤設計
加藤昌之 （JIA 愛知）

7ARCHITECT     2020―10



　子どもや若者にむけた建築・都市環境の教
育は、世界各地で多数実践され、公教育や民
間教育のなかで成熟しつつあります。一方で、
建造環境や教育システムの異なる国や地域の
実践者の間では、方法論や課題を分かち合っ
たり、これから新しい教育を始めようとする
実践者を支援する場が求められています。

建築と子どもワークプログラムの歩み
UIA にはこうした世界の実践者が集まる

「建築と子どもワークプログラム」がありま
す。1999 年の UIA 北京大会で発足し、
2002 年のベルリン大会の頃にはガイドライ
ンを作成して、年二回ほどの国際会議やセミ
ナーを開催しながら、当該教育の普及や実践
者支援に努めてきました。2019 年には
「UIA 子どもや若者のための建築教育憲章」
を発行しました。

2011 年の東京大会では実践者を顕彰する
「UIAゴールデンキューブ賞」を立ち上げ、3
年に一度の大会ごとに世界から優れた教育実
践を募集し総覧・表彰しています。JIA では
東京大会から「JIA ゴールデンキューブ賞」
を実施し、本部国際委員会の管轄、東海支部
の継続的な運営のもと、実践者の交流や評価
の場を形成しています。2014 年には日本の
応募作品が UIA ゴールデンキューブ賞の組
織部門最優秀賞に輝きました。

実践者がつながり、分かち合い、誇りをもつ
　建築と子どもワークプログラムは UIA を
結節点とした広いネットワークです。
　委員の出身地はすべての UIA リージョン
に渡りますが、ゲストとしては誰でも参加す
ることができ、今では総勢 40 名近く、その
背景にはもっと多くの人々がつながっていま
す。共立女子大学で教鞭を取られた故稲葉武
司先生のご尽力のもと、日本はワークプログ
ラムの設立当初から深い関わりを持ってきま
した。先述のガイドラインやゴールデン
キューブ賞を通じて新しい実践者が増え、実
践者のネットワークが広がるたびにワークプ
ログラムが大きくなるため、各リージョンの
ディレクターが中心となり地域ごとの教育普
及や実践者支援をサポートしています。
また、ゴールデンキューブ賞は UIA 大会
で表彰されるため、建築家の世界的業績が讃
えられる場と同じ場に、子どもや若者にむけ
た教育の実践者が登壇します。この場は実践
者にとって励みになるだけでなく、世界の建
築家たちと、建築の社会に対する役割を分か
ち合う場にもなっています。

子どもの学びがよりよい建造環境に返ってくる
　世界の教育実践事例を見ると、「子どもに
建築の楽しさや総合性を伝えるもの」と「建
築を通じて子どもを取り巻く社会課題に取り

組むもの」に大別されるように思います。
　前者には、ワークショップや学校への出前
授業などを通じて、建築の知識や技能、教科
との総合的なつながりを体験的に学んでもら
い、未来を担う子どもの建築リテラシーを育
成する実践が含まれます。NPO 等が建築学
校を運営し、放課後や休日に通ってもらう事
例もあります。
　後者には、子どもの貧困や、不登校、移民・
難民の問題、環境や歴史遺産の破壊、そして
コロナ禍の子どもの孤立や学習環境の変化も
含まれますが、現代の子どもを取り巻く社会
課題を、建築や都市環境の文脈を用いて子ど
もと一緒に解決したいという実践が含まれま
す。たとえ子どもが直接建築を学ぶことがな
かったとしても、あの時あの人が手を差し伸
べてくれた、こんな地域活動をして自信がつ
いたと、子どもの人間形成や子どもを取り巻
く社会の充実が、時間をかけて良好な建造環
境の形成に返ってくる可能性があります。
　今後の展望は、社会貢献やボランティアの
域を超え、子どもの学びと建造環境の好循環
を生み出すこれからの〈職能〉として、建築
を志す人のキャリアの一つとして、この分野
の発展に尽力したいと思います。

UIA建築と子どもワークプログラム
日本委員・アジアディレクター

田口純子（JIA 愛知）

子どもの学びと
建造環境の

好循環を目指して
UIA/JIAゴールデンキューブ賞

を通じた国際活動

建築と子どもワークプログラムのウェブサイト
（https://www.architectureandchildren-uia.com）

建築と子どもワークプログラムの集合写真（2019 年、ヘルシンキの子どもの建築学校Arkki にて）

UIA ゴールデンキューブ賞の表彰式の様子（2017 年、UIA ソウル大会）

　田峯小学校は一文字型の片側廊下式校
舎となっている。外壁は下見板張りで正面
中央に切妻造りの玄関を構える。今なお
現役使用の木造校舎であるとともに、集
落内の地域活動の拠点としても活用され
親しまれている。特別教室棟は普通教室
棟の西昇降口から渡り廊下を介して建つ。
木造平屋建で東面し、外壁は普通教室棟
と同じく下見板張りとする。現在は図工美
術室や理科室を配するが、元は畳敷きの
裁縫教室などであった。普通教室棟ととも
に、昭和初期における山村の小学校の情
景を今に伝えている。
　現在児童数 9名複式 3学級、教員 6名、
事務職員 1名、非常勤講師 1名、給食調
理員 1名で、こどもたちにきめ細かく丁寧
な学校教育が行われているのが感じられた。
　こども歌舞伎／毎年 2月第二日曜日、
田峯観音境内で、地元住民でつくる田峯
観音歌舞伎座保存会「谷高座（やたかざ）」
と田峯小学校児童による素人歌舞伎が演

じられる。境内に現存する奉納歌舞伎（地
狂言）の舞台は 1863年に建築されており
農村歌舞伎の資料としても貴重なもの。
毎年この時期は寒く凍えるような冬の日と
なるが、会場は大勢の観客が詰めかけ、
演者の熱演と観客の掛け声で大きな熱気
に包まれる。毎年造られる竹の骨組みで
見事に組み上げられる小屋組みも一見の
価値があるのでぜひ訪れていただきたい行
事である。
　平成 2年 1月「青い目の人形里帰り訪
問団」がデイトン市（オハイオ州）を訪問し、
子供歌舞伎を上演したことがきっかけで、
ラスキン小学校と姉妹校提携、現在も交
流が続いており、日米文化交流などが評価
され、2008年（平成 20年）中日新聞社
による中日教育賞を受賞した。
　ＮＨＫ朝ドラ「エール」の小学校ロケ地
「旧門屋（かどや）小学校」が隣の鳳来町
にあり、大正 13年の建築で、昭和 45年
に廃校となったが建物はそのままで現代美

術展などのイベント会場として今もつかわ
れていて、田峯小学校とほぼ同一形態の
小学校なので併せて紹介させていただく。

㈲エム・プロダクツ
冨田 正行 （JIA 愛知）

●コロナ禍は未だ

に収まる見通しが

立たないまま、た

だ落ち着く時を待

つしかない状況で

す。今月号のアン

ケート結果にもあ

りますように、少なからず新型コロナウィルスの

影響が出ているのではないでしょうか。この状

況下で学校の授業や会議、そしてクライアント

との打合せも急速にオンライン化に向かってい

ます。しかし実際に体験すると利便性や効率

性は感じつつも、人とのコミュニケーションが画

面で隔てられていることに違和感を覚えずには

いられません。また直に接しないと意思疎通を

図ることが困難だとも感じています。近い将来、

新型コロナウィルスは収束に向かっていくと思

われますが、終息するとは考え難い状況の中

で、私自身どのようにオンラインと対面を両立

していくのか、手探り状態になるとは思いますが、

変わりゆく状況を見極めながら前向きに最善の

対応をしていきたいと思います。 （羽柴順弘）

●幹事長として、6月より編集会議（8月は

Zoom）に臨席しています。読者から立場が変

わり、只々 会議の手際の良さに感服していると

ころです。改めて紙面構成を見ると、会員の

みならず、外部の執筆者や社会とも繋がる内

容です。また、支部にARCHITECTという媒

体があり、コロナ禍でも発行されていることは

大変誇らしいことです。

原稿を拝見しました。研修委員会によるオンラ

インセミナーが行われています。表紙連載（楽

しみ！）、加藤昌之さんの「私の仕事」、入会や

転入された方 の々ご紹介など。田口純子さんの

記事 “子どもの学びがより良い建造環境に返っ

てくる”という提言は明快です。

コロナ禍により様 な々ことが表面化しました。各

国の対応の違い、市民の反応や順応、環境

に与えてきた負荷など。今月と来月号に会員ア

ンケートが掲載されます。石橋剛さんの「リレー

トーク」とも併せて意見交換に繋がるよう期待

しています。 （森哲哉）
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田峯小学校普通教室、左特別教室田峯小学校正面玄関

所　在　地／愛知県北設楽郡設楽町田峯字下畑14地
所　有　者／設楽町
登録年月日／2014年4月15日　登録有形文化財（建造物）
建 物 概 要／木造平屋建て、鋼板葺き
建 築 面 積／普通室棟/689㎡、特別教室棟/124㎡

年表
・1873年（明治6年） 北設楽郡段嶺村日光寺に
 第15番小学田峯学校として開校。
・1882年（明治15年） 北設楽郡第二学区公立小学田峯学校
 に改称。
・1927年（昭和2年） 現在地に移転して現校舎が竣工。
 アメリカ合衆国より青い目の人形
 「グレース」が寄贈され同校の
 マスコットとなっている。
・1941年（昭和16年） 段嶺村立田峯国民学校に改称。
・1947年（昭和22年） 段嶺村立田峯小学校に改称。
・1956年（昭和31年） 設楽町の成立により
 設楽町立田峯小学校に改称。
・2011年（平成23年） 木造校舎耐震化工事
・2012年（平成24年） 日本建築防災協会主催
 「平成24年度耐震改修優秀建築賞」
・2013年（平成25年） 「第21回愛知まちなみ建築賞」
・2014年（平成26年） 「設楽町立田峯小学校普通教室棟」
 「設楽町立田峯小学校特別教室棟」
 それぞれ国の登録有形文化財に登録。
・現在に至る。

※保存情報 第169回にて鈴木利明様が「設楽町立田峯小学校普通教室棟」を取材されておりますが、NHK朝ドラ「エール」にて注目されている為、再度掲載させていただきました。

N

設楽町立田峯小学校

段嶺郵便局

田峯城址

田峯観音

おしどりの里

豊
　川

473

257

389
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の場を形成しています。2014 年には日本の
応募作品が UIA ゴールデンキューブ賞の組
織部門最優秀賞に輝きました。

実践者がつながり、分かち合い、誇りをもつ
　建築と子どもワークプログラムは UIA を
結節点とした広いネットワークです。
　委員の出身地はすべての UIA リージョン
に渡りますが、ゲストとしては誰でも参加す
ることができ、今では総勢 40 名近く、その
背景にはもっと多くの人々がつながっていま
す。共立女子大学で教鞭を取られた故稲葉武
司先生のご尽力のもと、日本はワークプログ
ラムの設立当初から深い関わりを持ってきま
した。先述のガイドラインやゴールデン
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践者のネットワークが広がるたびにワークプ
ログラムが大きくなるため、各リージョンの
ディレクターが中心となり地域ごとの教育普
及や実践者支援をサポートしています。
また、ゴールデンキューブ賞は UIA 大会
で表彰されるため、建築家の世界的業績が讃
えられる場と同じ場に、子どもや若者にむけ
た教育の実践者が登壇します。この場は実践
者にとって励みになるだけでなく、世界の建
築家たちと、建築の社会に対する役割を分か
ち合う場にもなっています。

子どもの学びがよりよい建造環境に返ってくる
　世界の教育実践事例を見ると、「子どもに
建築の楽しさや総合性を伝えるもの」と「建
築を通じて子どもを取り巻く社会課題に取り

組むもの」に大別されるように思います。
　前者には、ワークショップや学校への出前
授業などを通じて、建築の知識や技能、教科
との総合的なつながりを体験的に学んでもら
い、未来を担う子どもの建築リテラシーを育
成する実践が含まれます。NPO 等が建築学
校を運営し、放課後や休日に通ってもらう事
例もあります。
　後者には、子どもの貧困や、不登校、移民・
難民の問題、環境や歴史遺産の破壊、そして
コロナ禍の子どもの孤立や学習環境の変化も
含まれますが、現代の子どもを取り巻く社会
課題を、建築や都市環境の文脈を用いて子ど
もと一緒に解決したいという実践が含まれま
す。たとえ子どもが直接建築を学ぶことがな
かったとしても、あの時あの人が手を差し伸
べてくれた、こんな地域活動をして自信がつ
いたと、子どもの人間形成や子どもを取り巻
く社会の充実が、時間をかけて良好な建造環
境の形成に返ってくる可能性があります。
　今後の展望は、社会貢献やボランティアの
域を超え、子どもの学びと建造環境の好循環
を生み出すこれからの〈職能〉として、建築
を志す人のキャリアの一つとして、この分野
の発展に尽力したいと思います。
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